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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月4日(2021.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面、底面、第１側部、およびこれに対向する第２側部を有する抵抗素子；および
　前記抵抗素子の前記第１側部に隣接する第１放熱素子および前記抵抗素子の前記第２側
部に隣接する第２放熱素子を有し、これら第１放熱素子と第２放熱素子との間に隙間を設
け、前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれが第１高さを有する内側部分、およ
び少なくとも一部がこの内側部分の第１高さよりも低い第２高さを有する外側部分を有し
；
　前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの各外側部分の底面の少なくとも一部
が、外側かつ下向きに湾曲した湾曲部分を有し、前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子
それぞれの前記底面の一部が、前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの各内側
部分の底面の少なくとも一部よりも前記抵抗素子に近く位置し；
　接着剤によって前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの前記外側部分の前記
底面の少なくとも一部を前記抵抗素子の前記上面部分に接着するとともに熱的に結合し、
かつ前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの前記内側部分の前記底面の少なく
とも一部を前記抵抗素子の前記上面に接着するとともに熱的に結合し；
　前記抵抗素子の前記底面にそって、第１電極層を前記抵抗素子の前記第１側部に隣接配
置し；
　前記抵抗素子の前記底面にそって、第２電極層を前記抵抗素子の前記第２側部に隣接配
置し；
　誘電体によって前記第１放熱素子の上面および前記第２放熱素子の上面を被覆するとと
もに、前記第１放熱素子と前記第２放熱素子との間の前記隙間を充填し；そして
　前記抵抗素子の少なくとも一部の前記底面、および前記第１電極層の底面の一部および
前記第２電極層の底面の一部に誘電体を成膜することを特徴とする抵抗器。
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【請求項２】
　さらに、前記抵抗器の第１側部を被覆し、かつ前記第１放熱素子、前記抵抗素子、およ
び前記第１電極層に熱的に、あるいは電気的に接触する第１の半田可能な層；および
　前記抵抗器の第２側部を被覆し、かつ前記第２放熱素子、前記抵抗素子、および前記第
２電極層に熱的に、あるいは電気的に接触する第２の半田可能な層を有する請求項１に記
載の抵抗器。
【請求項３】
　前記第１の半田可能な層が、前記第１放熱素子の前記内側部分の上面の少なくとも一部
かつ前記第１電極層の前記底面の少なくとも一部を被覆する請求項２に記載の抵抗器。
【請求項４】
　前記第２の半田可能な層が、前記第２放熱素子の前記内側部分の上面の少なくとも一部
かつ前記第２電極層の前記底面の少なくとも一部を被覆する請求項３に記載の抵抗器。
【請求項５】
　前記接着剤が、前記第１放熱素子および第２放熱素子と、前記抵抗素子との間にのみ位
置する請求項１に記載の抵抗器。
【請求項６】
　前記第１放熱素子の少なくとも一部および前記第２放熱素子の少なくとも一部のそれぞ
れが、前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子のそれぞれの上隅部および外隅部にスエー
ジを有し、これらスエージが前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子のそれぞれの少なく
とも一部に段差を形成する請求項１に記載の抵抗器。
【請求項７】
　前記接着剤が前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの前記湾曲部分を前記抵
抗素子の前記上面に熱的に結合する請求項１に記載の抵抗器。
【請求項８】
　前記抵抗素子の前記第１側部に隣接する領域において前記第１放熱素子の外側部分がプ
レスされているとともに、前記抵抗素子の前記第２側部に隣接する領域において前記第２
放熱素子の外側部分がプレスされている請求項１に記載の抵抗器。
【請求項９】
　前記抵抗素子の前記第１側部に隣接する領域において前記接着剤を圧縮するとともに、
前記抵抗素子の前記第２側部に隣接する領域において前記接着剤を圧縮する請求項１に記
載の抵抗器。
【請求項１０】
　前記抵抗素子の前記第１側部が円形で、かつ前記抵抗素子の前記第２側部が円形である
請求項１に記載の抵抗器。
【請求項１１】
　接着剤を使用して導体を抵抗素子に積層し；
　前記導体をマスキングし、かつパターニングしてこの導体を第１放熱素子及び第２放熱
素子に分割し;
　前記抵抗素子の底面に電極層をメッキし；
　前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれを、第１高さを有する内側部分、およ
び少なくとも一部がこの第１高さよりも低い第２高さを有する外側部分に形成し；
　前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの各外側部分の底面の少なくとも一部
が外側かつ下向きに湾曲し、前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの各外側部
分の前記底面の少なくとも一部が前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの各内
側部分の底面の少なくとも一部よりも前記抵抗素子に近く位置するように前記第１放熱素
子及び前記第２放熱素子をそれぞれ形成し；
　前記電極層の間において前記抵抗要素の前記底面に誘電体を成膜して、前記電極層を少
なくとも部分的に被覆し；そして
　前記前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子の少なくとも一部に誘電体を成膜し、前記
前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子を電気的に相互から絶縁することを特徴とする抵
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抗器の製造方法。
【請求項１２】
　さらに、前記複数の放熱素子のうちの第１放熱素子、前記抵抗素子、および第１電極層
に熱的に、あるいは電気的に接触している第１の半田可能な層を前記抵抗器の第１側部に
メッキする工程；および
　前記複数の放熱素子のうちの第２放熱素子、前記抵抗素子、および第２電極層に熱的に
、あるいは電気的に接触している第２の半田可能な層を前記抵抗器の第２側部にメッキす
る工程を有する請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の半田可能な層が、前記第１放熱素子の内側部分の上面の少なくとも一部、お
よび第１電極層の底面の少なくとも一部を被覆する請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２の半田可能な層が、第２放熱素子の内側部分の上面の少なくとも一部、および
前記第２電極層の底面の少なくとも一部を被覆する請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記接着剤が前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの前記湾曲部分を前記抵
抗素子の前記上面に熱的に結合する請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子の少なくとも一部のそれぞれが、前記第１放熱
素子及び前記第２放熱素子の上隅部および外隅部にスエージを有する請求項１１に記載の
方法。
【請求項１７】
　前記スエージが前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子のそれぞれの少なくとも一部に
段差を形成する請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記抵抗素子の第１側部に隣接する領域において前記第１放熱素子の外側部分をプレス
し、前記抵抗素子の第２側部に隣接する領域において前記第２放熱素子の外側部分をプレ
スする請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記抵抗素子の第１側部に隣接する領域において前記接着剤を圧縮し、かつ前記抵抗素
子の第２側部に隣接する領域において前記接着剤を圧縮する請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　抵抗器であって、
　抵抗素子；
　誘電体によって相互から電気的に絶縁され、接着剤によって前記抵抗素子の上面に結合
された第１放熱素子及び第２放熱素子であって、これら第１放熱素子及び第２放熱素子の
それぞれはこれらの放熱素子の上隅部および外隅部の少なくとも一部にスエージを有し、
このスエージが第１高さを有する前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの第１
部分および第２高さを有する前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの第２部分
になり、この第２高さは前記第１高さより低く、前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子
の前記第２部分の底面の少なくとも一部が前記抵抗素子に向かって延在する湾曲面を有し
、前記接着剤は前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの前記第１部分の底面の
間に位置する部分並びに前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの前記第２部分
の前記湾曲面と前記抵抗器の上面との間に位置する部分を有し、この接着剤は前記第１放
熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの前記第１部分および前記第２部分を前記抵抗素子
の前記上面に結合する、第１放熱素子及び第２放熱素子；
　前記抵抗素子の底面に設層された第１電極層；
　前記抵抗素子の前記底面に設層された第２電極層；および
　第１の半田可能な層および第２の半田可能な層であって、前記第１放熱素子、前記接着
剤、前記抵抗素子、および前記第１電極層と熱的に、あるいは電気的に連絡する第１の半
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田可能な層、及び前記第２放熱素子、前記抵抗素子、前記接着剤、および前記第２電極層
と熱的に、あるいは電気的に連絡する第２の半田可能な層；
　を有し、
　前記第１放熱素子及び前記第２放熱素子それぞれの前記第１部分および第２部分の少な
くとも一部が前記接着剤によって前記抵抗素子に熱的に結合されている
　ことを特徴とする抵抗器。
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